
（歳　　入）

（単位：円）

当初予算額 補正予算額
継続費及び繰
越事業費繰越
　財源充当

計 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額

1 1,461,163,000 0 0 1,461,163,000 1,461,163,000 1,461,163,000 0 0

2 457,000 0 0 457,000 813,100 813,100 0 0

3 26,000 0 0 26,000 26,192 26,192 0 0

4 1,953,000 40,792,000 0 42,745,000 1,383,701 1,383,701 0 0

5 5,000,000 0 5,000,000 45,793,241 45,793,241 0 0

6 8,761,000 0 0 8,761,000 6,592,458 6,592,458 0 0

1,477,360,000 40,792,000 0 1,518,152,000 1,515,771,692 1,515,771,692 0 0

（歳　　出） （単位：円）

当初予算額 補正予算額
継続費及び繰
越事業費繰越
　財源充当

予備費支出
及び

流用増減
計

支出済額
継続費

逓次繰越
繰越明許費 事故繰越

1 1,547,000 0 0 0 1,547,000 1,435,405 0 0 0 111,595

2 531,000 0 0 0 531,000 475,970 0 0 0 55,030

3 1,381,705,000 35,792,000 0 387,000 1,417,884,000 1,394,610,766 0 0 0 23,273,234

4 91,551,000 0 0 0 91,551,000 91,549,559 0 0 0 1,441

5 26,000 5,000,000 0 0 5,026,000 5,026,000 0 0 0 0

6 2,000,000 0 0 △ 387,000 1,613,000 0 0 0 0 1,613,000

1,477,360,000 40,792,000 0 0 1,518,152,000 1,493,097,700 0 0 0 25,054,300歳　出　合　計

　平成２２年度の吉川松伏消防組合重点事項として、１．消防活動体制の充実　２．消防行政の普及、火災予防の推進　３．救命率の向上、各種災害に対応するための消防力の強化
４．地域防災力の強化、消防団の充実を掲げ、住民が安心して暮らせるまちづくりを進める事務事業を実施しました。

　　　　平成２２年度　吉川松伏消防組合一般会計　歳入歳出事項別明細書

分担金及び負担金

　ＮＢＣ（核・生物・化学）災害に対応するための資機材のうち、感染者や防護服を除染するために必要な除染シャワーテント一式を整備し、総合訓練を実施しました。また、職員
を対象とした非常召集訓練を実施し、緊急時の職員の円滑な召集体制の確立及び危機管理意識の高揚を図りました。

　住民に対する取り組みとして、未就学児と保護者を対象とした消防署体験入隊を実施、吉川市民まつりやまつぶし町民まつりに参加し「住宅用火災警報器の重要性」、「救急車の
適正利用」について住民に呼びかけ、意識の高揚を図りました。

　東日本大震災に伴い住民の防災に対する意識が高まる中、今後におきましても組織の体制を再度見直し、消防団との連携を図りながら地域住民の安全な生活の確保と災害に強いま
ちづくりに努めてまいります。

繰越金
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